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内海ITU事務総局長 

ジュネーブ便り ジュネーブ便り ジュネーブ便り 
（2004年4月） 

2月16～18日　周波数管理に関するITU戦略計画ワークショ
ップ（ITU、ジュネーブ）

ITU戦略計画ワークショップは、ITUの各セクターを横断
する電気通信の規制および政策に関する問題、また世界的に
注目を集めている最新の問題などについて、今後のITUの取
り組み方も含め問題の分析を行うワークショップとして、定
期的に開催しているもので、今回は、オークションなどを含
めた周波数管理について議論しました。

http://www.itu.int/osg/spu/ni/spectrum/index.html

2月26～28日　ITUインターネットガバナンスワークショップ

昨年のWSIS基本宣言および行動計画において、インター
ネットの統治の在り方については、国連事務総長が作業班を
設置して、2005年のWSISに向けて検討することとされまし
た。この作業班では、インターネットの統治とは何か？　イ
ンターネットの統治に関する政策的事項とは何か？　インタ
ーネットの統治において政府、民間セクター、ユーザーはど
のような役割を果たすべきなのか？　などが検討されること
となっています。

ITUは、今後のインターネットガバナンスの議論に貢献す
るため、インターネットに関する専門家を招聘し、法的、技
術的、行政的、経済的など幅広い側面からインターネットガ
バナンスに関する問題点について意見交換する当ワークショ
ップを開催しました。インターネットガバナンスには、ドメ
インネームの割り当て問題だけでなく、ネットワークセキュ
リティ、スパムメール対策、IPv6など多くの事項が含まれて
います。今後、各国がインターネットガバナンスに関する政
策を検討する際や、国連が設置する作業班での検討の際に、
今回のワークショップが参考になることを期待しています。

現在、多くの国際機関で、インターネットガバナンスを取
り上げ、議論をしています。ITUとしてインターネットガバ
ナンスにどのようなスタンスで取り組んでいくかは、今回の
ワークショップでの意見を参考に、理事会などで決定されて
いきますが、電気通信に関する国連専門機関としての役割を
果たしていく所存です。

http://www.itu.int/osg/spu/forum/intgov04/index.html

◎内海事務総局長から

テレコム、情報社会サミット、100人以上の人員整理も片
付き、やっと比較的平穏な毎日となりました。その間、産業
界に吹く風も少しはやわらいで、春の兆しが見えるようです。
ジュネーブに来て6年目に味わう、しばしの清逸です。

しかし、毎日の仕事の基盤になっているPCには、相変わ
らず、大量のスパムメールとウイルス感染メール、さらに不
気味なスパイウエアが毎日侵入して来ます。また、マドリッ
ドの爆破事件などの重大事件が世界中で発生しています。

そんな中で、ここITUでは、理事会が、たくさんの委員会
を編成し、コンサルタントまで雇って、日常業務運営に関す
る一連の議論をしたり注文を付けています。コップを置いた
ちゃぶ台はもとより、ちゃぶ台のある家自身が周囲にコンク
リートのビルの建設ラッシュで存在が危ぶまれているとき、
この人たちは、コップの中の茶柱の向きが気に食わぬと議論
しています。テレビドラマ新撰組を見なくても、ここジュネ
ーブで歴史の一コマを見る思いです。

◎2月の事務総局長の主な動向

2月11日　WSIS暫定政府ビューロー会合

2005年11月のWSIS第2フェーズまでの準備期間が、既に2
年を切っているところ、サミットの準備を本格化させるため
に、世界各地域を代表する政府によって構成する政府ビュー
ローの立ち上げが急務となっています。サミット準備会合
（Prepcom）をいつ開催するのか、地域準備会合、テーマ別
会合をどのような位置付けで誰が開催するのかなど、サミッ
ト準備に当たって政府ビューローが取り組む課題は多くあり
ます。しかし、昨年12月のサミットが成功裡に終わり各国か
ら高い評価を得たことから、この政府ビューローに加わり自
国のプレゼンスを高めようする国々が、ビューローメンバー
に名乗りを上げ、ビュローメンバーが確定しない状況です。
事務局としては、早くビューローメンバーを確定させ、実質
的な議論を始めたいところですが、各地域ごとの調整を待つ
しかない状態です。

2月10日　外部コンサルタントの活動開始（ITU、ジュネーブ）

昨年理事会で採択された専門家グループ（Group of
Specialists : GoS）の勧告を受けて、ITUの財政運営方法、
予算編成の方法、情報システムの活用などについて、外部か
らコンサルタントを招聘して調査することとしました。外部
コンサルタントは、ITU理事国のうちの10カ国で構成される
理事会オーバーサイトグループ（COG）と連携しながら調査
を進め、今年6月のITU理事会にその報告が提出されます。

職員削減、予算削減など事務局を取り巻く状況が厳しく、
またWSIS準備などの業務が増えている時期で、コンサルタ
ントを受けるには最適な状況ではないのかもしれませんが、
少しでもより良い調査結果が出てくることを期待していま
す。

“水ゆるむレマン湖”：撮影、内海善雄




